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明日はいよいよ 

夏季手当満額獲得闘争の回答指定日です！ 

会社は、 

昨年度決算において、単体△６３億円の赤字を出したにもかかわらず、 

その分析や具体的な挽回策もなく、直近の“業績”が振るわない事とあわせて、 

第３回交渉において「２０２０年度の冬より厳しい」 

という考え方を示した。 

   しかし！ 

これらの結果は極めて会社経営陣の経営責任であり、 

業績を理由に手当削減は断じて許されない！！ 

慢性的な人員不足の中、生活費も節約しながら、 

社会的使命を果たすＪＲ貨物とするために、 

我々は 100％以上の仕事をしている！！ 

これまで我慢に我慢を重ね、日々の安全・安定輸送に努めてきた！ 

青年部員の労苦に、会社は今こそ報いるべきである！！ 

会社経営陣の判断を変えるためにも、 

常駐体制への結集、抗議ＦＡＸ行動の展開を 

最大限推し進めていきましょう！！  
 

 


